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テラヘルツ波 : 100GHz～10THz (3mm～30𝜇𝜇m)/ 電波と光波の2つの性質を持つ
通信(Beyond5G/6G)や製品検査等への応用が期待される未開拓の波長域

観測高度と観測周波数、粒径感度(右)

数10～
1000μm

～数10μm

600μm～

(Buehler et al., 2007)

上部対流圏(UT)の水蒸気、氷雲⇒気候の
形成過程理解、数値予報精度向上に寄与

テラヘルツ波は氷雲に感度/氷雲の有無、
高度、粒径サイズを導出可能 ⇒ 観測の空
白高度 (粒径サイズ) を埋める

既存の183 GHzと併用⇒ UTの水蒸気観測
精度が向上

革新的デバイスを用いた上層水蒸気、氷雲の同時観測と
微物理プロセスの理解

テラヘルツ機器の宇宙実証

目
的

科学的インパクト 革新的キーデバイス 宇宙実装に向けて

 300GHz帯 LNA (Low Noise Amplifier) の
実用化が進展。LNAの活用により、受信
機のシステム雑音 𝑇𝑇sys 低下、観測性能
（放射計の温度分解能=分散𝜟𝜟𝑻𝑻2小）向上
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 300GHz帯の地上センサシステム開発
(科研費挑戦的萌芽, R6～)

地上放射計の高度化：マイクロ波帯（20～50 
GHz） と 300GHz 帯の同時観測により、下層
水蒸気（地表～1km）の観測精度が向上

水蒸気および氷雲の解析アルゴリズム開発：
特に氷雲の電波に対する散乱過程の特性を
考慮した放射伝達モデル(RTM)が必要
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大気球等飛揚体観測の構想 (R7～)
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